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データサイエンティストを味方につける

効果的な人工知能 (AI) ベースのアプリケーションを構築するためには、データサイエンティストの仕事を理解し、彼らとどう協働すべきかを
学ぶ必要があります。つまり、AI の基本を知り、同僚であるデータサイエンティストとのコラボレーション方法を学ぶことが重要になります。
データサイエンティストと協働し、AI を活用したインテリジェントなアプリケーションを構築する際に知っておくべき 5 つの秘訣をご紹介しま
す。良好な協力関係を築き、優れたアプリケーション開発のコラボレーションを実現するためのガイドとして、このガイドをご活用ください。

1  データサイエンティストの仕事
を理解する

 データサイエンティストは通常、アプリケーションの開発やソフ
トウェアへのモデルの統合よりも、モデルの構築と改良に関心
があります。継続的インテグレーション/継続的デリバリー (CI/
CD) パイプラインの構築や、アプリケーションコードの記述に
関わりたいと思うことはほとんどなく、Python、R、Jupyter 
Notebooks など、開発者には馴染みのないツールを使用してい
ることもあります。 

同じ目標に向かっているにもかかわらず、彼らの方からオープン
コラボレーションを提案してくれることはまずないでしょう。しか
し、優れたアプリケーションを構築するためには、開発者とデー
タサイエンスチームとの強固で一貫したチームワークが不可欠で
す。積極的なコラボレーションは、以下のような結果をもたらし
ます。

 �  AI を効果的に活用した、インテリジェントなデータ駆動型ア
プリケーションのデプロイ

 �  データサイエンティストのモデルワークを、貴社と顧客に付
加価値をもたらすデプロイ可能なソリューションに役立てる
チャンス 

最初にアプローチをかけ、データサイエンスの同僚との共同作
業を促進するのは、おそらくあなたの役目となるでしょう。この
チェックリストにあるガイダンスを採用し、データサイエンスチー
ムと有益な方法でつながる方法を見つけましょう。

2 共通点を見つける
開発手法を説明し、それがデータサイエンティストの努力をど
のように補完するかを確認することは、摩擦のないコラボレー
ションを行い、全員にとって有益なエクスペリエンスを生み出す
ために重要なプロセスです。そのためには、以下のことが不可
欠です。

 �  頻繁なタッチポイントを促す：共に取り組むプロジェクトを
確実に軌道に乗せるためには、頻繁かつ定期的なタッチポイ
ントの設定が重要になります。

 �  境界を尊重する：データサイエンティストは、アプリケーショ
ンを本番環境にデプロイする方法を知る気も必要もないかも
しれません。MLOps は一般的な概念ですが、データサイエ
ンティストの中には Jupyter Notebook をメールで送ること
を好む人もいます。彼らの興味や働き方を尊重すれば、相手
もそれに応えてくれるはずです。

 �  互いのプロセスを共有する：データサイエンティストの思
考を学ぶだけでなく、あなたのプロセスや、Git、Tekton、
Kubernetes など、本番環境で使っているツールを共有しま
しょう。オープンソースの精神に則り、あなたのプロセスを公
開しましょう。

 �  コラボレーションのために共通のプラットフォームを使用
する：Red Hat® OpenShift® Data Science のような共通の
クラウドネイティブ AI 開発プラットフォームは、あなたとデー
タサイエンスチーム間のコラボレーションをサポートし、促進
します。このプラットフォームは、AI ツールの使用を民主化し、
チームがインテリジェントなアプリケーション開発を実施し、
加速できるよう促します。

開発者とデータサイエンティストが 
連携するための 5 つの方法
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Red Hat OpenShift Data Science で Red Hat の ebook を
読む。

Red Hat OpenShift Data Science を試してデモを見る。

3  モデル学習ツールの使い方を
学ぶ

データサイエンティストが日常的に使用しているモデル学習ツー
ルの基礎知識を、最低限身につけておきましょう。モデル学習
ツールの実用的な知識を身に着けることができれば、モデルがど
のように構築されるかを理解するのに役立ちます。以下は、代表
的なモデル学習ツールやライブラリです。

 � Jupyter と PyCharm の開発環境

 � PyTorch

 � scikit-learn

 � TensorFlow

これらのツールやその他のツールと慣れ親しんでおくことで、デ
プロイされたモデルアプリケーションを成功させる確率が高まり
ます。また、モデル作成にかかる作業をより深く理解することが
でき、モデルがインテリジェントなアプリケーションにスムーズに
統合されない場合の問題を解決するのに役立ちます。

4  使い慣れたツールやプロセスを
使い続ける

データサイエンティストや AI と仕事をするようになると、さまざ
まな新しいプロセスやツールを学ぶ必要が出てきます。しかし、
自分のロジックを行う際に、使い慣れたツールを使い続けること
は可能です。アプリケーションのコードやモデリングでは、好き
な言語やフレームワークで行うことができます。

たとえば、Quarkus の開発者は、Quarkus でアプリケーション
ロジックを作成して、Representational State Transfer (REST) 
エンドポイントへのアプリケーション・プログラミング・イン
タフェース (API) 呼び出しを行い、データサイエンティストは 
Python や R などのツールを使用して実際のデータ処理と予測
を処理することができます。

5  モデルはアプリケーションの 
一部であることを忘れない

モデルも重要ですが、その背後にある MLOps も重要です。本番
環境に移行してからもモデルの性能を維持するために、必要な 
4 つのことをご紹介します。

 �  開発するアプリケーションに適した、モデル向けインフラスト
ラクチャを構築する

 �  既存の CI/CD パイプラインを拡張するか、新規を作成して、
モデルのトレーニングとサービスの両方を処理する

 �  モデル向けアプリケーションをスケーリングする

 �  Apache Kafka などのストリーミング・データ・サービスや、
データ収集コンポーネントを統合する

アプリケーションのデプロイは始まりに過ぎません。モデルは常
に変化し続けるので、監視する必要があります。データサイエン
スチームと密接に連携し、モデルドリフトを防ぐために、あなた
や運用担当者が監視する必要のあるメトリクスを定義しましょ
う。問題や変更が発生した場合は、データサイエンティストと協
力してモデルを改良し、改善すると良いでしょう。
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